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情
報
伝
達
訓
練
で
は
、
午
後

１
時
40
分
頃
に
町
内
の
防
災

行
政
無
線
を
通
じ
て
緊
急

地
震
速
報
が
放
送
さ
れ
ま

す
。
ご
自
宅
で
は
、
「
慌
て

ず
、
身
の
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
」
を
基
本
と
し
て
、
実

際
に
放
送
が
あ
っ
た
と
き
に

ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
良

い
か
、
ご
自
身
や
家
族
で
考

え
な
が
ら
訓
練
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
会

場
付
近
を
飛
行
し
ま
す
の
で
、

一
時
的
に
騒
音
が
発
生
し
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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課
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（
総
務
課
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

　（
Ｊ
‐
ア
ラ
ー
ト
）

全
国
一
斉
放
送
訓
練

熊
野
町
総
合
防
災
訓
練

熊
野
町
の
安
全
と
安
心

『
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
』

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
通
称
Ｊ
‐
ア
ラ
ー
ト
）
と
は
、

緊
急
地
震
速
報
や
弾
道
ミ
サ
イ

ル
情
報
な
ど
、
急
な
対
処
を
要

す
る
事
態
に
関
す
る
緊
急
情
報

を
、
国
（
総
務
省
消
防
庁
）
が

通
信
衛
星
を
用
い
て
送
信
し
、

熊
野
町
の
防
災
行
政
無
線
を
自

動
起
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

瞬
時
に
警
報
を
放
送
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　
こ
の
度
、
Ｊ
‐
ア
ラ
ー
ト
を

導
入
し
て
い
る
全
て
の
自
治
体

で
一
斉
に
訓
練
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
訓
練
日
に
は
、
町
内
40
箇
所

の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
と
戸
別
受

信
機
か
ら
訓
練
用
の
試
験
放
送

が
流
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

時
９
月
12
日
㈬
１
回
目

：

午
前

10
時
頃
、
２
回
目

：

午
前
10
時

半
頃

▽
放
送
内
容

：

「
こ
れ
は
、
試

験
放
送
で
す
。
」
（
３
回
）
と

チ
ャ
イ
ム

　
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
や
、

今
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
な

ど
、
多
く
の
人
が
犠
牲
に
な
る

災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
熊
野
町
で
も
、
い
つ

そ
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
て

も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
訓
練
で
は
、
広
島
市
消
防
局
、

熊
野
町
消
防
団
な
ど
の
防
災
関

係
機
関
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係

者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
に
よ

る
公
開
訓
練
に
加
え
、
い
ざ
と

い
う
時
に
役
立
つ
体
験
型
の
訓

練
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
、
腐
食
な

ど
で
使
え
な
く
な
っ
た
消
火
器

の
回
収
（
処
理
費
用
１
本
に
つ

き
１
千
円
）
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

時
９
月
27
日
㈭
午
後
１
時
半
〜

午
後
３
時
半

所
町
民
グ
ラ
ン
ド
・
町
民
体
育

館▽
雨
天
時

：

実
施
可
能
な
種
目

の
み
体
育
館
で
実
施
し
ま
す
。

●
訓
練
内
容

【
公
開
訓
練
種
目
】

・
情
報
伝
達
訓
練

・
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練

・
避
難
広
報
訓
練

・
災
害
時
要
援
護
者
避
難
訓
練

・
救
助
訓
練

・ 

ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
（
災
害
時

医
療
優
先
度
訓
練
）

・
救
急
搬
送
訓
練

・
初
期
消
火
訓
練

・
一
斉
放
水
訓
練

・
給
水
訓
練

・
土
の
う
作
成
訓
練

・
シ
ー
ト
張
り
工
法
訓
練

・
電
力
施
設
応
急
復
旧
訓
練

・
炊
き
出
し
訓
練

【
体
験
訓
練
種
目
】

・ 

衛
星
携
帯
電
話
お
よ
び
災
害

用
伝
言
板
体
験
訓
練

・ 

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
体
験

訓
練

・
煙
体
験
ハ
ウ
ス

・
起
震
車
体
験

・
救
急
救
命
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
訓
練

・ 

公
開
講
座
（
土
砂
災
害
と
砂

防
の
話
）

・
防
災
パ
ネ
ル
展
示

避難して下さい 人工衛星

瞬時

同報無線　等
都道府県庁
市町村役場
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ボランティアから見た
災害への対応のあり方 特

集
「
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
」
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

■小林佐和子さん（城之堀在住）
東日本大震災後にボランティアダイバーとし
て４ヵ月間、三陸の海の清掃に携わる。自身
のホームページでも震災の写真などを掲載し、
被災地の状況とボランティア活動の様子を発
信している。日本青年会議所の「人間力大賞
2012」を受賞。

－

実
際
に
被
災
地
で
活
動
さ
れ

て
何
を
感
じ
ま
し
た
か

■
津
波
で
海
に
沈
ん
だ
瓦
礫
の

撤
去
の
た
め
に
潜
る
の
で
す
が
、

瓦
礫
は
き
り
が
無
い
ほ
ど
多
い

ん
で
す
。
陸
の
様
子
も
凄
惨
で

す
が
、
こ
れ
だ
け
の
被
害
が
発

生
す
る
自
然
災
害
に
対
す
る
恐

怖
が
沸
い
て
き
ま
し
た
。

－

現
地
の
人
々
の
様
子
は
ど
う

で
し
た
か

■
小
さ
な
港
町
で
は
お
互
い
が

声
を
掛
け
合
っ
た
り
、
震
災
後

も
井
戸
水
が
使
え
る
と
こ
ろ
で

は
「
水
あ
り
ま
す
」
と
大
き
く

看
板
が
出
て
い
た
り
。
地
域
み

ん
な
で
助
け
合
っ
て
い
る
感
じ

が
あ
り
ま
し
た
。

－

こ
う
し
た
災
害
に
対
す
る
自

治
体
の
役
割
は
何
で
し
ょ
う
か

■
ま
ず
食
料
や
毛
布
な
ど
の
十

分
な
備
蓄
だ
と
思
い
ま
す
。
夏

場
で
あ
れ
ば
防
虫
な
ど
の
衛
生

対
策
も
大
切
で
す
。
熊
野
町
は

比
較
的
大
規
模
な
自
然
災
害
が

発
生
し
に
く
い
土
地
柄
と
思
い

ま
す
が
、
町
内
で
の
災
害
対
応

小林さんが所属する「三陸ボランティア
ダイバーズ」の清掃作業の様子。複雑に
絡みあう瓦礫と、視界の悪さで作業は困
難を極める。（小林さん提供写真）

は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
地
域
で
発

生
し
た
災
害
へ
の
支
援
が
行
え

る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
沿
岸
部
の
あ
る
町
で
は
、

津
波
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
範

囲
に
は
家
を
建
て
な
い
施
策
を

と
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
そ
う
で

す
。
当
時
は
か
な
り
反
発
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
町
の
そ

の
時
の
施
策
で
今
回
の
被
害
が

最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た
と
い
う

の
も
印
象
的
で
す
。

－

個
人
で
災
害
に
対
応
す
る
に

は
何
が
大
切
で
し
ょ
う
か

■
被
災
地
で
は
、
何
か
あ
っ
た

ら
車
で
す
ぐ
に
避
難
で
き
る
よ

う
に
水
な
ど
の
防
災
用
品
を
積

ん
で
い
ま
し
た
。
災
害
が
少
な

い
地
域
で
も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
定
期
的
に
確
認
し
て
防
災
用

品
を
常
備
し
て
お
く
な
ど
、
災

害
時
に
は
す
ぐ
に
行
動
で
き
る

よ
う
に
、
意
識
を
高
め
て
お
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
こ
と
に
繋
が
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

小
林
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://m
ekabu0311.com

（
１
）
町
の
備
蓄
物
資

　
こ
こ
で
は
、
町
の
防
災
に
関

す
る
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。
第

１
回
目
は
、
町
の
備
蓄
物
資
に

つ
い
て
で
す
。

　
町
で
は
、
昨
年
度
に
広
島
県

地
震
被
害
想
定
調
査
に
基
づ
き
、

備
蓄
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
下
記
の
備
蓄
物
資
を

５
ヵ
年
で
購
入
し
て
い
く
計
画

で
す
。
食
糧
に
つ
い
て
は
、
離

乳
食
、
粉
ミ
ル
ク
を
除
い
て
は
、

賞
味
期
限
が
５
ヵ
年
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
更
新
し
て
い

く
こ
と
で
、
こ
こ
に
定
め
た
量

を
確
保
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
物
資
を

第
一
、
第
二
、
第
四
小
学
校
、

東
中
学
校
の
備
蓄
倉
庫
に
分
散

備
蓄
し
、
災
害
の
発
生
に
備
え

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
倉
庫

に
は
、
炊
き
出
し
用
の
防
災
釜

や
土
の
う
袋
、
ス
コ
ッ
プ
、
ポ

リ
タ
ン
ク
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な

ど
が
備
蓄
さ
れ
て
い
ま
す
。
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務
課
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新
連
載

新
連
載防

災
く
ま
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

防
災
く
ま
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

熊野町備蓄計画で定める備蓄物資およびその備蓄予定数量
乾パン 6,400食 毛布 1,500枚
アルファ米 500食 生理用品 1,700枚
サバイバルパン 1,200食 大人用紙おむつ 500枚
水（500ｍｌ） 5,000本 子供用紙おむつ 310枚
離乳食 210食 簡易トイレ 195個
粉ミルク 4,700㌘ トイレテント 13張
哺乳瓶 40本 マスク 15,000枚
トイレットペーパー 500ロール 避難所用間仕切り 100セット


